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「セッション・ファシリテータ養成」
コース

1

コ ス

提供：情報戦略モデル研究所
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■コースの概要

■コ スの位置づけ
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■コースの位置づけ

■カリキュラム構成と単元テーマ

「企業の経営目標や各種プロジェクトに対して目標達成
を阻害している問題点やニーズを整理し、
参加者の共通認識のもとに解決策をまとめていく
セッション・ファシリテータとしての技法を修得する」

コースの目的
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◆会議目的に沿って議論を論理的に導く能力を修得する

◆問題ステートメントの定義手法を修得する

◆問題の定義から真の原因への絞込み、解決策の策定に

至る論理的な手順を修得する

◆参加者全員の合意による行動計画作成するための手法を

修得する

コースの概要

◆セッションコントロールの技法 －セッション会議とは
－目標達成の会議
－セッション技法とルール
－問題、原因、解決策の捉え方
－ワークショップ手順と参加者の役割
－プログラムの適用分野
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－問題の記述
－問題の整理
－問題の定義

－原因の把握と絞込み
－原因の定義

－解決策の定義
－解決策の要件と前提条件
－解決策の優先度付け

◆解決策の定義ワークショップ

◆問題の定義ワークショップ

◆原因絞込みと定義ワークショップ

問題定義ワークショップ

問題定義表

セッション・コントロール技法

・会議とは、目標達成の会議
・セッション技法とルール
・問題、原因、解決策の
捉え方 他

「問題の定義

講義科目 ワークショップ

コースの構成
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原因掘下げと定義
ワークショップ

原因定義表

問題 定義
ワークショップ」
模範例実施

解決策の策定
ワークショップ

・解決策策定表
・解決策優先度表

「原因掘下げと定義
ワークショップ」
模範例実施

「解決策の策定
ワークショップ」
模範例実施

日程 単 元 研修項目

１．セッション・コントロール
の技法

コース進行紹介＆チーム編成

目的

①会議とは

②目標達成の会議

③セッション技法とルール会議の目的、効果的
な進め方およびその
技法を理解する ④問題、原因、解決策の捉え方

カリキュラム構成 その１

時間

９：３０－１０：３０

１０：００－１２：００
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１日目

②問題の記述

③問題の整理

④問題定義の模範例示

問題の定義を行う
ことにより共通認識
の出来る問題記述
技法を修得する。

⑤ワークショップ手順と参加者の役割

２．問題の定義
ワークショップ

①ワークショップガイド

まとめ及びＱ／Ａ

⑤問題の定義

１３：００－１７：３０

１８：００－１８：３０

３．原因の定義のワークショップガイド １７：３０－１８：００

⑥プログラムの適用分野

日程 単 元 研修項目

②原因の掘下げ＆定義の模範例示

③原因の掘下げ＆定義

目的

定義された問題から共通
認識の下に真の原因を
定義していく原因絞込み
の技法を修得する。

３．原因の定義
ワークショップ

①ワークショップガイド

その２カリキュラム構成

時間

前日
１７：３０－１８：００

９：３０－１４：００
（昼食１HR含み）
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２日目

まとめ及びＱ／Ａ

②解決策の策定の模範例示

③解決策の策定

真の原因から共通認識の
もとに解決策を策定し、
優先順位による選択の
技法を修得する。

４．解決策の策定
ワークショップ

①ワークショップガイド

④解決策の優先順位付け

１４：００－１８：００

１８：００－１８：３０

第1章 セッション・コントロールの技法

１．会議とは

２．目標達成の会議

３．セッション技法とルール

４．問題、原因、解決策の捉え方

５ ワ クシ プ手順と参加者の役割
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５．ワークショップ手順と参加者の役割

６．コンサルティングワークショップの適用分野

１．会議とは

会議の成果とは
● 結論
● 共通認識
● 担当者
● スケジュール

ところが

（１）現在の会議
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●収集のつかない議論
●一方的な押しつけ
●意見を言わない人／聞いてない人

現実の会議では

会議とは成果をだすために
「考え」、「創造し」、「決定する」場では？
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１．会議とは

◎

目標

セーム･ボード
セ ム ベクタ

（２）会議の目標が必要
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○

○

セーム･ベクター
達
成
度

時 間

２．目標達成の会議

（１）セームボード／セームベクターの会議とは

●共通の現状認識
●共通の価値観
●組織目標＝個人目標
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●真剣討議
●両方通行・共通理解
●セッションリーダーによる推進

組織プラン作成＝マイプラン作成

●組織目標＝個人目標

２．目標達成の会議

（２）組織プラン＝マイプラン作成の会議要件とは

●中座せず、集中して議論できる環境である
●話を中断せずに、相手の主張・意見を理解する
●創造的（＝前向き）な意見を発する
●自分の意思決定と論拠を明確にする

メンバー
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●簡潔で分りやすい表現である
●テーマをスリップしない
●意見に対する全員の合意がある

●自分の意思決定と論拠を明確にする

セッション
リーダ

組織プラン作成＝マイプラン作成

３．セッション技法 とルール

（１）グループダイナミックス

ケ シ

３．１．セッション技法

Copyrights ＩＳＭ－Ｒｅｓｅａｒｃｈ CO.LTD13

・コミュニケーション

・コンフリクト（葛藤）

・クリエイティビティ（創造）

・コンセンサス（合意）

・コミットメント（公約）

３．セッション技法 とルール

最良の
問題解決

お互いのメッセージが内容の部分
と感情の部分でバランスしている時

コミュニケーション･ピラミッド
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葛藤処理

主張（アサーション）

アクティブ・リスニング

両者が感情的になっている時

感情的な内容を伴なった
メッセージを伝える時

相手が非常に感情
的なメッセージを
持っている時

３．セッション技法 とルール

（２）二進法的論理

●ＹＥＳ，ＮＯの意思決定

●賛否の論拠
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賛否 論拠

（３）事実及び論理の追求

●事実・推測・想像の区分

●因果関係の究明

３．セッション技法 とルール

①ＬＩＳＴＥＮ

②ＴＨＩＮＫ

３．２．セッション・ルール（厳守規律）

●相手の主張・意見の理解

●話を中断しない

●集中→クリエイティブに
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②

③ＴＡＬＫ ＮＥＴ

④ＳＴＡＴＥＣＬＥＡＬＹ

⑤１ＳＵＢＵＪＥＣＴ

ＡＴ Ａ ＴＩＭＥ

⑥ＢＥ ＤＥＣＩＳＩＶＥ

⑦ＵＮＡＮＩＭＯＵＳ

ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ

●簡潔に

●適語表現

●テーマをスリップしない

●集中

●自分の意思決定、論拠

●全員の合意

●対案なければ賛成

４．問題、原因、解決策の捉え方

４．１．問題の捉え方

目標

（１）問題とは

Copyrights ＩＳＭ－Ｒｅｓｅａｒｃｈ CO.LTD17

現状

ギャップ（GAP) 問題とはギャップ
が存在すること

＝

４．問題、原因、解決策の捉え方

（１）問題とは

■目標達成の阻害要因（障害）

４．１．問題の捉え方
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■問題の定義＝ 目 標

＋

原因

＋

結果
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４．問題、原因、解決策の捉え方

目標1位

４．１．問題の捉え方

（２）問題の記述
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ブービー

問題：ブービーでした？

４．問題、原因、解決策の捉え方

ブービー

（３）問題点の定義

４．１．問題の捉え方
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目標：10チーム中1位になるべきところ
原因：舵の故障があったため
結果：ブービーになってしまった

真の問題 原因（舵の故障）


